
―
　

青
い
海
、
白
い
砂
浜
、
広
い
空
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
潮
風
と
水
平
線
か
ら
上
が
る
大
き
い
真

赤
な
太
陽

　

―
　
私
た
ち
の
古
里
請
戸
の
風
景
で
す
。
何
年
経
っ
て
も
何
処
に
い
て
も
心
か
ら
離
れ
な
い
風

景
で
す
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
時
は
、
当
た
り
前
の
風
景
で
し
た
が
、
今
は
懐
か
し
い
で
す
。

　
大
字
請
戸
区
の
委
員
会
は
、
震
災
一
年
後
に
二
本
松
市
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
時

か
ら
、
い
つ
も
心
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
請
戸
の
歴
史
を
後
世
に
残
し
た
い
と
言
う
事
で
し
た
。
最
初
は
、
執

筆
者
捜
し
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
が
、
今
回
よ
う
や
く
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
古
里
請
戸
に
は
、
延
喜
式
内
社
と
さ
れ
る
苕
野
神
社
や
、
大
平
山
に
は
多
く
の
古
墳
群
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
こ
の
地
は
相
馬
藩
が
領
す
る
前
は
、
標
葉
氏
が
大
平
山
の
舘た
て

の
内う

ち

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
と
言

う
事
で
す
が
、
地
元
に
住
ん
で
い
て
も
余
り
印
象
が
薄
く
、
御
壇
に
「
標
葉
公
忠
勲
の
碑
」
が
建
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
と
、
本
町
の
薬
師
堂
に
「
鋳
鉄
地
蔵
像
」（
町
指
定
文
化
財
）
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
位
で
す
。
詳

し
い
請
戸
の
歴
史
は
、
こ
の
本
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
歴
史
編
の
他
に
、
古
里
を
思
う
住
民
の
思
い
や
、
今
回
の
津
波
、
そ
し
て
原
発
被
災
の
地
区
の
実
態
等
を

調
査
し
、
そ
の
結
果
を
載
せ
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
、
人
災
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
の
事
で
す
。

　
ま
た
、
請
戸
の
全
住
民
が
古
里
を
追
わ
れ
、
多
く
の
苦
難
を
強
い
ら
れ
る
中
、
請
戸
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
全
員
無
事
避
難
で
き
た
こ
と
と
、
安
波
様
の
田
植
踊
が
い
ち
早
く
再
開
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
心

の
大
き
な
救
い
と
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
様
子
を
こ
こ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
の
発
展
と
子

供
た
ち
の
幸
せ
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
本
の
発
刊
に
当
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
五
人
の
歴
史
編
の
執
筆
者
は
、
い

ず
れ
も
全
国
で
幅
広
い
研
究
や
住
民
の
支
援
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
忙
し
い
中
で
の
調
査
・
執
筆
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
請
戸
地
区
の
貴
重
な
写
真
や
歴
史
資
料
の
提
供
に
は
、
浪
江
町
、
浪
江
町
教
育
委
員
会
、
特

に
、
行
政
区
・
広
報
担
当
や
町
史
編
纂
室
に
は
、
大
変
な
御
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
外
の

方
々
に
も
、
写
真
提
供
や
編
集
会
場
の
提
供
な
ど
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
か
ら
は
、
原
稿
や
写

真
等
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
此
処
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
本
が
、
請
戸
住
民
の
こ
れ
か
ら
の
心
の
財
産
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
様
方
の
子
々
孫
々

に
わ
た
っ
て
の
ご
繁
栄
と
、
ご
多
幸
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）　
陽
春
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安波祭出し物（請戸旧役場前）　昭和27年（1952）

安波祭の浜競馬（昭和初期）

安波祭　田植踊（鈴木酒造前）　昭和63年（1998）　（西山　栄氏撮影）

安波祭　民家での樽神輿　平成16年（2004）　（鈴木敏貞氏提供）

安
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昭和63年（1988）

平成20年（2008）

平成20年（2008）

平成20年（2008）

昭和63年（1988）

平成20年（2008）

昭和63年（1988）

平成 13年（2001）

平成 13年（2001）

平成 13年（2001）

安
波
祭

―
2

平成 13年（2001）
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請戸のこえ― 4

あの日　両竹区長　遠藤　健（両竹）

　あの地震の時は家でテレビを見ていた。揺れはじめた時はテレビをおさえてい

たが、その後の揺れで玄関の戸がはずれ、家の中にいられずすぐ外に出た。私の

行政区は小さく27戸の集落であり、確認のため歩いて回った。その時に両竹で犠

牲になった 10人の内 5名の人と会っていた。集落は山の下にあったので、すぐ山

に登れば助かるのにと、残念でならない。その後、私は車で小学校に行く途中大

津波の放送を知り、学校に誰もいない事を確認した。職員室のテレビはその時つ

かっていたようでした。すぐ外に出て浜街道に出た時には、南の方から黒ずんだ

すごく高いカベの様な光景が押し寄せて来た。津波でした。私が家のうらの山に

登った一瞬の間に、家が流されてしまった。請戸地区全土が流出され、その上、

18 2名の人が犠牲になってしまった。津波が引いた後に山岸を北に歩いていると、

ガレキの下からうなる声がし、ガレキをかきわけると若い女の人が1メートル位

下の中にいた。夢中で一人で引上げガレキの上にねかし、1人ではむりであった

ため避難場所である諏訪神社にいる人を大声で呼んだ。そして 5、6人で流れてき

たマットに載せ神社まで運び寒かったので焚き火をして体を保温をした。神社に

は 30人位の人がいた。塩水を飲んだ人、また骨折した人、かなり重症の方がいた。

　その後、双葉町の役場職員が来て、重症の人や老人の方をマットに載せて500

メートル先の車まで運んだ。その後、浪江町職員や自衛隊の人が来てくれ助けを

受けた。その時の時刻は12日の午前 2時位になっていた。寒くて皆んな喉がかわ

いて苦しんだ夜であった。女の人を助けた場所近くでうなる声が2～3ヶ所で聞こ

えていたが、暗くなったので助ける事が出来ず、今でも頭に残っている。

　東電は、平成 20年 5月には実際に巨大津波を予見していたが必要な対策を怠っ

ていたと指摘された。

　国が、規制権限に基づき東電に回避措置を講じさせていれば事故を防げたと前

橋地裁原発事故訴訟で東電の責任を認めている。

　すなわちこれは、人災事故と私も思っている。

請
戸
の
こ
え

―
2

近
況
　
五
十
嵐
　

秀
（
川
原
）

請
戸
の
こ
え

―
3

あ
の
日
を
忘
れ
な
い（
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
　
一
四
時
四
六
分
）　
五
十
嵐
　

英
明
（
川
原
）

西
に
大
平
山
の
緑
美
し
い
山
並
み
、
東
に
母
と
も
父
と
も
言
え
る
太
平
洋
。
春
先
に
は
、
若
鮎
遡
上
す
る
請
戸
川
。

あ
の
日
、
あ
の
時
、
地
鳴
り
地
震
で
母
な
る
海
は
黒
い
帯
に
姿
を
変
え
横
一
線
と
な
っ
て
請
戸
地
区
を
襲
う
。

家
並
、 

父
母
、
友
人
、
何
も
か
も
奪
い
去
る
。

あ
の
日
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
桜
咲
く
請
戸
川
河
川
古
里
で
い
つ
逢
え
る
の
か

あ
の
美
し
い
緑
の
山
、
清
き
流
れ
の
請
戸
川
、
請
戸
の
四
季
の
移
り

戸
惑
う
人
、
支
え
あ
う
心
を
な
に
も
か
も
う
ば
い
人
々
さ
す
ら
う

愛
し
い
人
は
北
に
、
私
は
南
に
、
時
止
ま
る

あ
の
日
を
忘
れ
な
い
　
な
つ
か
し
い
古
里
は
い
つ
も
心
の
中
に
…
…

栄
枯
盛
衰
の
気
持
ち
を
祈
っ
て
　
よ
そ
の
県
で
終
の
棲
家
で
暮
ら
し
ま
す
。

本
当
に
く
や
し
い
　
東
電
の
爆
発
さ
え
無
け
れ
ば
…
…
。

　
私
は
現
在
、
娘
の
家
に
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
家
族
は
娘
夫
婦
と
長
男
の
孫
一
人
と
私
と
四
人
で
す
。
主
と
し
て
歩
行

が
主
な
運
動
で
す
が
、
送
り
迎
え
が
あ
る
と
い
う
事
で
週
二
回
リ
ハ
ビ
リ
と
二
回
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。
週
の

う
ち
木
曜
と
土
、
日
曜
が
何
も
な
い
日
で
す
が
、
そ
の
日
は
医
院
に
行
っ
た
り
買
い
物
に
行
っ
た
り
で
毎
日
、
新
聞
や
郵
便
を

読
ん
だ
り
す
る
の
が
主
な
日
課
で
忙
し
い
で
す
。

　
毎
日
、
肩
こ
り
や
頭
重
、
痛
、
息
切
れ
、
の
ど
の
つ
か
え
な
ど
が
あ
っ
た
り
で
、
整
骨
院
に
も
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
何

と
か
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
様
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

0 2 7

ふ
る
さ
と
請
戸

郷
愁
編

0 2 6



請戸港（大正期）

請戸港　昭和56年（1981）

請戸港　昭和50年（1975）

請
戸
漁
港

沈没船「富貴丸」の積荷（銑鉄）を運ぶ船人　昭和20年（1945）
（鈴木貞敏氏提供）

秋刀魚の陸上げ　大正 11年（1922）11月5日　（門馬孝義氏提供）

双葉造船所（中浜）　昭和18年（1943）1月8日　（鈴木重子氏提供）

請
戸
の
浜

―
1

0 3 1
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請戸に暮らして　
斎藤達夫・喜代（本町）

　今の時代に、日本の国に、生を受け気候
風土の良い、浪江町請戸の土地に、人情厚
い人々と暮らせる事に幸せを感じながら
5 0年の歳月が流れました。情け深い人々
や、活きの良い魚介類、波を鎮める安波様
祭り、樽みこしの威勢の良い掛け声、踊り
子さん達の歌や踊り、神楽の笛太鼓、脳裏
にきざまれ忘れる事出来ません。
　突然の大きな三つの災難に会い、恐怖を
感じました。この災いにあたって、一番つ
らく苦しかったことは、津波によって尊い
命を亡くされた方々との耐えがたい別離で

請
戸
の
こ
え

―
10

請
戸
の
風
習
　
東
向
　
佐
山
弘
明
（
新
町
）

した。神仏に祈りました。思いはしばらく
続きましたが、身近な方々は勿論の事、日
本中、世界中の多くの方々から心暖まる物
心両面にわたり、応援と励ましのお言葉に
勇気づけられ生きる道筋となりました。心
から深く感謝いたしております。
　そして自然の脅威に対する心構えが深く
なりました。
　自然は、美しき物を沢山作り、喜びと楽
しみを頂き、生命を育む原動力になる大切
なものと同時に、時として多くの人命を奪
い、破壊力をもって、襲って来るものと、
両面をしっかり受けとめ、生きていきたい
と思っております。
　最後に、亡くなられました多くの方々を
偲び上げつつ、皆々様のお幸せと御健康を
お祈りいたします。

　
請
戸
は
、
一
年
中
、
風
習
・
行
事
が
あ
っ
た
村
で
あ
る
。

　
年
の
始
め
は
、
苕
野
神
社
へ
元
朝
参
り
に
行
き
、
一
番
護
摩
を

受
け
、
早
朝
神
棚
に
供
え
、
し
め
縄
を
飾
り
正
月
を
迎
え
た
。

　
二
日
は
、
船
の
出
初
め
、
請
戸
の
浜
、
独
特
の
風
習
で
あ
る
。

　
初
午
は
、
中
島
の
神
社
の
初
午
祭
で
馬
札
を
貰
い
子
供
が
肩
に

つ
け
遊
ん
だ
。

　
二
月
二
十
四
日
に
は
、
苕
野
神
社
の
安
波
様
、
本
神
興
と
樽
神

興
が
村
内
を
練
り
歩
き
浜
に
下
り
た
。
本
神
輿
は
船
主
と
漁
労
長

や
船
長
な
ど
船
の
役
付
き
だ
け
が
触
る
も
の
と
言
わ
れ
た
。

　
お
盆
は
、
六
日
に
、
苕
野
神
社
の
夜
ご
も
り
で
盆
踊
り
、
十
三

日
に
は
迎
え
火
を
焚
き
、
十
四
日
の
朝
晩
、
十
五
日
の
晩
、
十
六

日
の
晩
と
三
日
に
わ
た
り
墓
参
り
を
し
た
。
三
日
間
お
墓
参
り
す

る
の
は
請
戸
だ
け
の
風
習
で
あ
る
。
二
十
日
は
、
こ
ん
じ
ん
の
夜

ご
も
り
も
あ
っ
た
。

　
十
月
は
、
権
現
様
の
秋
祭
り
、
栗
ご
飯
を
供
え
豊
作
に
感
謝

し
た
。

　
十
二
月
は
、
恵
比
寿
講
、
神
棚
に
生
き
た
小
鮒
を
供
え
祭
っ
た
。

　
大
晦
日
の
晩
は
、
正
月
を
迎
え
る
た
め
、
神
棚
の
前
に
お
膳
を

供
え
、
供
え
物
に
は
、
必
ず
塩
鮭
が
あ
っ
た
。

請
戸
の
こ
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「
請
戸
の
思
い
出
」　
紺
野
廣
光
（
新
町
）

あ
り
、
請
戸
港
は
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
地
域
の
豊

漁
と
豊
作
を
祈
願
す
る
お
祭
り
（
安
波
様
）
が
苕
野
神
社
で
始
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
私
の
小
さ
い
頃
は
、
安
波
様
の
と
き
は
男
の
子
は
神
楽
の
後
を
、
女
の

子
は
田
植
踊
り
の
後
を
つ
い
て
回
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
私
は
、
今
で
も
そ

の
時
の
神
楽
の
台
詞
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
♪
て
ん
ち
ー
し
ち
ー
だ
ー
い
、
み

よ
の
ー
は
ー
る
ー
…
…
」。
そ
し
て
祭
り
が
終
わ
っ
た
後
も
、
家
か
ら
大
き
な

布
を
持
ち
出
し
て
は
近
所
の
友
達
と
神
楽
を
し
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
女
の
人
は
、
安
波
様
を
心
待
ち
に
し
て
い
て
、
招
待
す
る
人
に

ふ
る
ま
う
料
理
を
作
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
私
の

母
も
朝
早
く
か
ら
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
献
立
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
い
て
、

ほ
う
れ
ん
草
の
オ
ヒ
タ
シ
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
魚
（
メ
バ
ル
）
の
煮
つ
け
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
と
人
参
の
白
あ
え
、
に
し
め
、
さ
し
み
、
そ
し
て
鮭
の
卵
が
入
っ
た

澄
ま
し
汁
に
ホ
ッ
キ
ご
飯
で
し
た
。
特
に
、
ア
ン
コ
ウ
の
と
も
あ
え
は
評
判
が

よ
く
、
大
変
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
請
戸
の
浜
は
風
光
明
媚
で
、
魚
も
お
い
し
く
地
域
の
人
々
の
人
情
も
厚
く
、

住
み
易
い
所
で
し
た
。
そ
こ
を
今
回
の
震
災
で
離
れ
る
こ
と
は
耐
え
難
い
こ
と

で
し
た
が
、
避
難
し
て
い
る
請
戸
の
人
々
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
の
は
、
安
波

様
の
田
植
踊
と
神
楽
で
し
た
。
請
戸
の
田
植
踊
は
、
震
災
後
五
ヶ
月
で
復
帰
し
、

避
難
民
の
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
が
ど
こ
に
い
て
も
、
生
ま
れ

育
っ
た
請
戸
の
浜
と
、
安
波
様
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
白
い
砂
浜
と
そ
こ
に
広
が
る
太
平
洋
の
海
原
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
小
学
校
時
代
は
、
子
ど
も
の
遊
び
の
ほ
と
ん
ど
は
広
い
砂
浜
で
し
た
。

夏
な
ら
ば
、
砂
で
船
を
造
っ
た
り
、
砂
浜
で
腹
這
い
に
な
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

人
数
が
多
け
れ
ば
陣
取
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、
遊
び
は
無
尽
に
湧
い
て
来
ま

し
た
。
中
学
に
な
る
頃
に
は
、
請
戸
港
に
も
機
械
船
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
仕

事
帰
り
の
船
の
隊
列
が
、
荒
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
も
船
体
を
上
下
に
揺
ら
し
突

き
進
む
姿
は
、
爽
快
で
し
た
。
中
学
を
卒
業
す
る
多
く
の
男
達
は
船
乗
り
に
な

り
、
若
く
し
て
遠
洋
漁
業
に
出
ま
し
た
。
四
倉
や
江
名
か
ら
出
港
す
る
漁
船
は
、

請
戸
の
人
が
乗
っ
て
い
る
時
は
、
遠
く
か
ら
汽
笛
を
何
回
も
何
回
も
鳴
ら
し
な

が
ら
岸
に
近
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苕
野
神
社
の
東
辺
り
で
船
を
大
き
く
揺

ら
し
な
が
ら
何
回
も
旋
回
し
、
参
拝
し
終
わ
る
や
全
速
力
で
一
路
北
洋
に
向
け

て
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
堤
防
で
多
く
の
人
が
手
を
振
っ
て
見
送
る
姿
は
、

請
戸
の
人
た
ち
の
温
か
い
風
土
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
戸
は
気
候
・
風
土
共
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
し
た
。
西
に
大
平
山
古

墳
群
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
土
器
や
横
穴
等
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
か

ら
生
活
の
し
や
す
い
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
あ
と
中
世
期
に
は
標
葉

氏
が
こ
こ
に
舘
を
築
き
、
約
二
八
〇
年
余
り
の
間
住
み
つ
き
、
近
郷
を
治
め
、

地
域
は
農
業
と
漁
業
を
生
業
と
し
て
栄
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
江
戸
末
期
は

交
易
が
盛
ん
で
、
相
馬
藩
の
浜
蔵
の
積
出
し
や
南
部
盛
岡
と
の
鉄
の
取
引
等
も
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引
き
波
　
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）三
月
十
一
日
　（
福
島
県
警
察
提
供
）
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平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）四
月
五
、
六
日
　
明
治
神
宮
　
昭
憲
皇
太
后
百
年
祭

報
告
1
　

請
戸
の
田
植
踊
　
佐
々
木
繁
子
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召
野
神
社
の
刷
物（
鈴
木
幸
一
氏
提
供
）

古
代
標
葉
郡
に
関
わ
る
人
名
　
大
化
前
代
に
お
け
る
標
葉
地
方
の
支
配

に
は
、
天
湯
津
彦
命
を
祖
と
仰
ぐ
染
羽
国
造
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

は
先
に
も
述
べ
た
通
り
で
す
。
そ
れ
で
は
律
令
制
下
の
標
葉
郡
に
関
す

る
人
々
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』

に
よ
る
と
神じ

ん

護ご

景け
い
う
ん雲

三
年
（
七
六
九
）
三
月
十
三
日
に
道み

ち
し
ま
の嶋

宿す
く

祢ね

嶋し
ま
た
り足

の
申
請
に
よ
っ
て
陸
奥
国
の
人
々
に
賜し

姓せ
い

し
た
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ

ま
す
。
白し

ら
か
わ河

郡
の
外げ

正
し
ょ
う

七し
ち

位い
の

上
じ
ょ
う

丈
は
せ
つ
か
い
べ
の

部
子こ

老お
ゆ

や
賀か

み美
郡
の
丈

は
せ
つ
か
い
べ
の部

国く
に
ま
す益

と
と
も
に
、
標
葉
郡
の
人
で
正

し
ょ
う

六ろ
く

位い

上
じ
ょ
う 

の 

丈
は
せ
つ
か
い
べ
の

部
賀か

れ

の

例
努
ら
十

人
が
阿あ

べ
の倍

陸み
ち
の
お
く奥

臣
と
い
う
姓
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
丈
部
賀
例
努
と

い
う
人
物
は
他
に
は
見
ら
れ
ず
経
歴
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
方

で
「
正
六
位
上
」
と
い
う
位い

階か
い

（
内な

い

位い

）
を
持
っ
て
い
る
た
め
標
葉
郡
の

中
で
も
か
な
り
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
社
会
の
中

で
位
階
を
持
っ
て
い
た
の
は
地
方
官
庁
で
何
ら
か
の
職
に
就
い
て
い
る

役
人
や
、
位
階
を
持
っ
て
い
て
も
職
に
就
い
て
い
な
い
外げ

散さ
ん

位い

と
呼
ば

れ
る
役
人
か
、
都
で
の
勤
務
を
辞
め
て
帰
郷
し
て
き
た
者
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
丈

は
せ
つ
か
い
べ

部
氏
は
も
と
も
と
宮
廷
の
警
護
や
雑
使
を
担
当
し
た
軍

事
的
部べ

民み
ん

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
国
地
方
に
多
く
大
化

前
代
に
お
い
て
東
国
に
重
点
的
に
丈
部
が
設
置
さ
れ
、
国
造
ら
地
方
豪

族
の
一
族
が

伴
と
も
の
み
や
つ
こ

造
に
任
命
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

阿
倍
陸
奥
臣
と
い
う
姓
は
阿
倍
＋
地
名
と
い
う
複ふ

く
せ
い姓

と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
、
阿あ

べ
の倍

臣お
み

の
系
統
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
八
四
頁
で
も
述
べ
た
よ

う
に
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
阿
倍
氏
の
始し

そ祖
と
さ
れ
る
大お

お
ひ
こ彦

命
の
み
こ
と

は
、

*42

*43

*44

四
道
将
軍
と
し
て
北
陸
（『
古
事
記
』
で
は
高こ

し
の志

道み
ち

）
に
遣
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。『
古
事
記
』
で
は
高
志
道
を
経
由
し
た
後
に
「
相あ

い

津づ

」
で
子
の
建た

け

沼ぬ

河か
わ
の

別わ
け

と
出
会
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
垂す

い
に
ん仁

二
十
五

年
二
月
条
で
は
武た

け

渟ぬ
な

川か
わ
わ
け別

（『
古
事
記
』
で
は
建
沼
河
別
）
は
阿
倍
臣
の

遠と
お
つ
お
や祖

と
も
見
え
ま
す
。
武
渟
川
別
も
、
四
道
将
軍
の
一
人
で
東
海

（
古
事
記
で
は
東
方
十
二
道
）
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
阿
倍
氏
の

遠
祖
と
陸
奥
と
は
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
伝
承
上
に
登
場
し
ま
す
。
中

央
に
お
い
て
雑
用
に
使
わ
れ
た
丈
部
と
、
そ
れ
を
中
央
で
統と

う
か
つ轄

す
る
阿

倍
氏
と
い
う
伝
統
的
な
関
係
か
ら
、
丈
部
が
阿
倍
の
複ふ

く
せ
い姓

の
か
た
ち
で

改か
い

賜し

姓せ
い

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
に
い
る
権け

ん
も
ん
せ
い

門
勢
家け

や

国
司
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
つ
つ
、
地
域
社
会
の
中
で
勢
力
を
拡

大
し
て
い
こ
う
と
す
る
標
葉
郡
の
丈
部
氏
た
ち
の
動
き
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

後こ
う

紀き

』
嘉か

祥
し
ょ
う

元
年
（
八
四
八
）
五
月
十
三
日
に
は

標
葉
郡
擬ぎ

少
し
ょ
う
り
ょ
う

領
の
陸む

つ
の奥

標し
ね
は
の葉

臣お
み
た
か
な
り

高
生
ら
八
戸
の
人
々
に
阿
倍
陸
奥
臣

の
姓
が
与
え
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
少

し
ょ
う
り
ょ
う

領
と
は
郡
司
の
次
官
の
こ
と

で
す
が
擬
少
領
（
太
政
官
か
ら
正
式
に
補ぶ

任に
ん

さ
れ
て
い
な
い
郡
司
）
と
あ
り

ま
す
の
で
、
先
に
見
た
丈
部
賀
例
努
と
同
様
に
阿
倍
陸
奥
臣
を
与
え
ら

れ
た
こ
れ
ら
の
氏
族
は
標
葉
郡
の
郡ぐ

ん

領
り
ょ
う

氏し

族ぞ
く

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

他
に
は
、
多た

が賀
城

じ
ょ
う

漆
う
る
し

紙が
み

文も
ん
じ
ょ書

に
は
「
書
生
宗
何
□
（
部
）

　
標
□
（
葉
）
」
と
あ

り
ま
す
。
書し

ょ

生
し
ょ
う

と
は
律
令
制
下
に
お
い
て
書
写
を
職
務
に
し
た
下
級 *45

*46

*47

0 9 3

ふ
る
さ
と
請
戸

歴
史
編

職
員
で
、
中
央
官
庁
だ
け
で
は
な
く
地
方
官
庁
に
も
置
か
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
書
に
見
え
る
宗そ

が

べ

何
部
某
は
、
標
葉
郡
衙
の

書
生
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
宗
何
部
は
蘇そ

が

べ

我
部
な

ど
と
も
記
し
、
蘇そ

が我
氏
の
部べ

民み
ん

で
し
た
。
多
賀
城
漆
紙
文
書
（
第
一
一

号
文
書
）
に
は
宗
何
部
真ま

縄た
だ

の
名
が
見
え
ま
す
。
ま
た
先
に
見
た
神
護

景
雲
三
年
（
七
六
九
）
の
標
葉
郡
の
丈
部
賀
例
努
が
賜
姓
さ
れ
た
同
じ

記
事
に
も
、
曰わ

た

理り

郡
の
人
で
宗
何
部
池い

け
も
り守

と
い
う
人
名
が
見
え
ま
す

（『
続
日
本
紀
』）。
ま
た
胆い

沢さ
わ

城
じ
ょ
う

跡
出
土
漆
紙
文
書
（
第
一
八
号
文
書
）
に

も
小お

だ田
軍ぐ

ん
だ
ん団

か
ら
胆
沢
城
に
派
遣
さ
れ
る
兵
士
の
欠
勤
届
の
中
に
、
宗

何
部
刀と

ら良
麿ま

ろ

が
流
行
病
で
倒
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
の
宝ほ

う

亀き

三
年
（
七
七
二
）
七
月
辛し

ん

丑
ち
ゅ
う

条
に
も
上か

ず
さ総

国
天あ

ま

羽は

郡
の

人
で
宗そ

が

べ

我
部
虫

の
む
し

麻ま

ろ呂
の
名
が
見
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
陸
奥
国
に
宗

何
部
が
展
開
し
て
い
る
様
子
は
う
か
が
え
ま
す
が
、
元
々
は
上
総
国
の

宗
我
部
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
第
三
節
　
人
々
の
信
仰
と
伝
承

（
一
）
古
代
史
料
に
見
え
る
標
葉
郡
の
神
社

式
内
社
召
野
神
社
　『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』
の
巻
第
九
・
第
十
（
い
わ
ゆ
る
神し

ん
め
い名

帳ち
ょ
う）

*48

*49

*50

豪
族
に
は
通
常
、
外
五
位
上
か

ら
外
少
初
位
下
の
二
〇
階
（
外げ

位い

）
が
与
え
ら
れ
る
。

*44 

大
化
前
代
に
朝
廷
、
大

王
・
后
妃
・
王
子
や
中
央
豪
族

に
隷
属
し
、
種
々
の
労
役
や
生

産
物
の
提
供
を
行
う
人
々
を
部

あ
る
い
は
部
民
と
よ
ん
だ
。

*45 

諸
院
諸
宮
王
臣
家
や
五
位

以
上
な
ど
の
権
勢
の
あ
る
家
の

人
々
。

*46 

郡
司
を
伝
統
的
に
輩
出
す

る
氏
の
こ
と
。

*47 

漆
漬
け
の
状
態
で
出
土
し

た
古
代
文
書
。
漆
の
状
態
を
良

く
保
つ
た
め
、
漆
入
り
の
容
器

の
ふ
た
を
し
た
紙
に
漆
が
染
み

込
み
、
土
中
で
腐
食
せ
ず
に
残

っ
た
も
の
。
そ
の
際
用
い
ら
れ

る
紙
は
多
く
の
場
合
、
公
文
書

の
反
故
紙
で
あ
る
た
め
、
古
代

資
料
の
貴
重
な
発
見
に
つ
な
が

る
。

*48 

延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）

に
坂
上
田
村
麻
呂
が
陸
奥
国
の

胆
沢
の
地
（
現
在
の
岩
手
県
奥

州
市
水
沢
区
佐
倉
河
）
に
築
い

た
城

じ
ょ
う

柵さ
く

。

*49 

軍
団
と
は
律
令
制
下
の
軍

事
組
織
。
二
〜
四
郡
に
一
軍
団

が
置
か
れ
、
一
戸
の
う
ち
正せ

い
て
い丁

（
二
一
〜
六
〇
歳
の
男
子
）
三

成
立
は
早
く
と
も
八
世
紀
前
半

と
新
し
く
、
一
方
当
郡
域
の
古

墳
分
布
は
六
世
紀
以
降
を
境
に

浪
江
町
域
か
ら
双
葉
町
域
に
移

行
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、

必
ず
し
も
双
葉
町
域
の
み
を
標

葉
郡
の
中
心
と
す
る
必
要
は
な

い
と
い
う
説
も
あ
る
（『
法
政
大

学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
　
第

一
冊
　
本
屋
敷
古
墳
群
の
研
究
』

法
政
大
学
、
一
九
八
五
年
）。
今

後
、
古
代
集
落
遺
跡
の
発
掘
事

例
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
郷

域
の
解
明
が
進
む
だ
ろ
う
。

*41 

『
原
町
市
史
　
第
四
巻
　

資
料
編
二
』（
原
町
市
、
二
〇
〇

三
年
）。

*42 

氏
の
名
や
カ
バ
ネ
は
家
格

を
示
し
、
官
位
の
昇
進
と
も
関

係
す
る
た
め
、
奈
良
時
代
よ
り

平
安
時
代
初
頭
ま
で
氏
の
名
あ

る
い
は
氏
の
名
と
カ
バ
ネ
（
氏

と
カ
バ
ネ
を
あ
わ
せ
て
姓せ

い

と
い
う
）

を
改
め
て
い
る
例
が
多
く
な
る
。

官
人
と
し
て
の
地
位
が
上
昇
し

た
際
な
ど
に
、
以
前
よ
り
良
い

新
た
な
姓
が
与
え
ら
れ
た
。

*43 

八
世
紀
以
降
、
官
人
の
朝

廷
内
で
の
序
列
を
示
す
標
識
。

大
宝
令
で
正
一
位
か
ら
少
初
位

下
の
三
〇
階
が
規
定
さ
れ
、
内

位
と
よ
ば
れ
た
。
一
方
、
地
方
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ふ
る
さ
と
請
戸

歴
史
編

の
地
域
で
は
十
一
月
ま
で
出
漁
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

請
戸
は
十
月
ま
で
で
あ
り
、
と
り
わ
け
九
月
が
最
盛
期
で
し
た
。
大
正

四
年
・
五
年
・
七
年
に
は
六
月
に
も
鰹
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

正
四
年
の
『
福
島
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告
』
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

た
め
詳
細
は
不
明
。
大
正
五
年
は
例
年
に
比
べ
て
鰹
の
来
遊
が
早
か
っ

た
た
め
（
理
由
は
不
明
）。
そ
し
て
、
同
七
年
は
例
年
に
比
べ
て
水
温
が

低
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
犬
吠
埼
（
千
葉
県
銚
子
市
）
か
ら
北
上
し
た
暖

流
が
寒
流
の
影
響
に
よ
っ
て
支
流
を
作
り
、
茨
城
県
川
尻
（
現
在
の
千

葉
県
日
立
市
川
尻
町
）
沖
合
あ
た
り
ま
で
延
び
て
い
た
た
め
、
鰹
群
が
こ

こ
に
回
遊
し
て
い
た
こ
と
で
漁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
鰹
漁
の
推
移
に
つ
い
て
、
大
正
三
年
か
ら
『
福
島
県
水
産

試
験
場
事
業
報
告
』
に
景
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
検
討
し
て
み
ま
し

ょ
う
（
写
真
1
）。

大
正
三
年
、
六
月
か
ら
八
月
十
五
日
く
ら
い
ま
で
は
海
上
に
鰹
の
姿

を
見
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
請
戸
も
全
く
不
漁
で
あ
っ
た
こ
と

が
表
4
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
八
月
十
四
日
・
十
五
日
に
時
化
と
な
っ

た
た
め
、
鰹
が
近
海
に
回
遊
し
て
き
て
、
よ
う
や
く
漁
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
東
北
の
沿
岸
一
帯
で
不
漁
で
し
た
。

大
正
四
年
は
、
既
述
の
と
お
り
『
福
島
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告
』

の
存
在
が
確
認
で
き
ず
に
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
他
の
年
と
比
べ
て
段

違
い
に
豊
漁
で
一
七
万
七
千
尾
も
の
水
揚
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

大
正
五
年
、
石
油
高
騰
の
た
め
に
出
漁
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い

県
内
の
漁
師
も
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
大
正
初
年
よ
り
漁
船
の
補
助

と
し
て
「
石
油
発
動
機
関
」
の
普
及
が
奨
励
さ
れ
た
弊
害
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
鰹
の
来
遊
が
早
か
っ
た
た
め
、
初
漁
自
体

は
例
年
よ
り
も
早
く
五
月
二
十
四
日
で
し
た
。
漁
場
が
遠
隔
で
あ
っ
た

こ
と
、
狭
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
前
年
に
比
し
て
三
分
の
一
程
度
の
漁

獲
高
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大
正
六
年
、
海
水
温
が
低
く
、
県
内
の
漁
師
の
中
に
は
千
葉
県
沖
ま

で
出
漁
す
る
者
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
結
局
、
釣
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
六
月
は
県
内
の
水
揚
げ
が
皆
無
で
し
た
。
福
島
県
水
産
試
験
場

の
調
査
船
で
あ
る
磐
城
丸
は
六
月
十
八
日
よ
り
二
十
一
日
に
か
け
て
鰹

漁
場
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
塩
野
崎
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
東
方
一

三
〇
キ
ロ
か
ら
一
七
〇
キ
ロ
の
海
上
に
鰹
群
が
い
て
釣
り
上
げ
を
試
み

ま
し
た
が
、
餌
付
け
の
魚
群
が
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
一
匹
の
鰹
も
釣

り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
七
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
海

上
が
荒
天
に
な
っ
た
こ
と
で
よ
う
や
く
鰹
が
回
遊
し
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
餌
と
な
る
鯣
が
十
分
に
獲
れ
ず
、
前
年
よ
り
も

漁
獲
量
を
減
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
年
の
十
月
に
は

太
平
洋
沿
岸
部
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
が
あ

り
ま
し
た
。
具
体
的
な
請
戸
の
被
害
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
既
述
の

磐
城
丸
を
は
じ
め
と
し
て
、
福
島
県
内
大
小
の
漁
船
に
被
害
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。

大
正
七
年
は
早
い
段
階
で
茨
城
県
川
尻
沖
合
あ
た
り
ま
で
暖
流
の
支

流
が
来
て
い
た
た
め
、
鰹
群
が
回
遊
し
て
き
て
お
り
、
請
戸
の
人
び
と

も
六
月
か
ら
出
漁
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
月
五
日
か
ら
の
荒
天
に
よ
っ

て
漁
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
鰹
自
体
が
小
さ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
鰹
と
い
う
天
然
資
源
相
手
は
多
く
の
苦
労
と
困
難
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
船
で
漁
に
出
た
の
で
し
ょ
う
か
（
写
真
2
）。
写

写
真
2
　（
品
川
　

清
氏
提
供
）

﹇
表
4
﹈　
年
月
別
請
戸
鰹
漁
獲
高 （
福
島
県
水
産
試
験
場『
大
正
七
年
度
事
業
報
告
』三
四
〜
三
七
頁
） 

 

大
正
二
年 

 

大
正
三
年 

 

大
正
四
年 

 

大
正
五
年 

 

大
正
六
年 

 

大
正
七
年

　
年
月 

尾
数 

金
額（
円
） 

尾
数 

金
額（
円
） 

尾
数 

金
額（
円
） 

尾
数 

金
額（
円
） 

尾
数 

金
額（
円
） 

尾
数 

金
額（
円
）

　
六
月 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
　
　
　
　
六
六 

　
　
　
　
　
　
六 

　
　
一
、
四
七
八 

　
　
　
　
四
五
六 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
二
、
三
七
九 

　
　
一
、
二
七
二

　
七
月 

　
　
九
、
四
九
二 

　
　
　
　
　
　
― 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
四
五
、
七
一
〇 

　
一
〇
、
一
〇
八 

　
　
九
、
四
〇
一 

　
　
二
、
二
二
二 

　
一
〇
、
〇
九
二 

　
　
二
、
七
三
三 

　
　
五
、
四
四
三 

　
　
二
、
五
八
八

　
八
月 

　
三
八
、
六
四
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
一
三
、
五
八
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
　
六
、
五
五
〇 

　
　
一
、
七
一
三 

　
二
七
、
八
三
九 

　
　
七
、
九
六
九 

　
　
六
、
六
九
九 

　
　
三
、
四
六
二 

　
　
六
、
六
七
〇 

　
　
三
、
六
七
二

　
九
月 

　
四
三
、
七
〇
五 

　
　
　
　
　
　
― 

　
四
二
、
一
〇
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
八
三
、
九
七
〇 

　
一
八
、
二
九
六 

　
　
二
、
七
五
〇 

　
　
　
　
七
三
五 

　
一
九
、
四
五
九 

　
　
七
、
二
六
八 

　
　
一
、
八
六
二 

　
　
一
、
六
六
九

　
十
月 
　
二
七
、
六
八
六 

　
　
　
　
　
　
― 

　
一
〇
、
五
二
六 

　
　
　
　
　
　
― 

　
四
一
、
四
八
七 

　
　
六
、
六
〇
四 

　
　
一
、
一
九
一 

　
　
　
　
一
七
四 

　
　
一
、
四
五
七 

　
　
　
　
九
一
八 

　
　
三
、
三
五
四 

　
　
一
、
七
三
七

十
一
月 
　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
― 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇 

　
　
　
　
　
　
〇

合
計 

一
一
九
、
五
二
三 

　
　
　
　
　
　
― 

　
六
六
、
二
〇
六 

　
　
　
　
　
　
― 

一
七
七
、
七
八
三 

　
三
六
、
七
二
七 

　
四
二
、
六
五
九 

　
一
一
、
五
五
六 

　
三
七
、
七
〇
七 

　
一
四
、
三
八
一 

　
一
九
、
七
〇
八 

　
一
〇
、
九
三
八

写
真
1
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ふ
る
さ
と
請
戸

資
料
編

大
字 

津
波
に
よ
る
死
亡 

行
方
不
明 

　
合
計 

（
当
時
の
人
口
）

請
戸 

　
九
五 

二
四 

一
一
九 

（
一
三
〇
二
）

中
浜 

　
一
三 

　
一 

　
一
四 

（
一
九
〇
）

両
竹 

　
一
九 

　
二 

　
二
一 

（
一
二
五
）

合
計 

一
二
七 

二
七 

一
五
四 

（
一
六
一
七
）

Q
1 

震
災
当
日
、
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
。 

A 

家
の
中
：
四
五
　
家
の
外
：
三
一
　
請
戸
の
外
：
七
五

Q
2 

震
災
当
日
、
津
波
を
見
ま
し
た
か
。 

A 

見
た
：
六
一
　
流
さ
れ
た
：
三
　
見
な
か
っ
た
：
八
九

Q
3 

震
災
当
日
の
晩
、
ど
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
か
。 

A 

町
内
避
難
所
：
六
八
　
町
内
親
戚
宅
：
四
一
　
そ
の
他
：
四
四

Q
4 

震
災
翌
日
（
一
二
日
）、
ど
こ
に
避
難
し
ま
し
た
か
。 

A 

津
馬
：
八
一
　
南
相
馬
：
二
一
　
そ
の
他
：
五
一

Q
5 

震
災
翌
日
（
一
二
日
）
夕
方
の
東
電
原
発
一
号
機
爆
発
を
、

 

い
つ
知
り
ま
し
た
か
。 

A 

一
二
日
：
七
四
　
一
三
日
：
四
七
　
そ
の
他
：
三
二

Q
6 

現
在
の
住
居
に
移
転
す
る
ま
で
、
何
回
転
居
し
ま
し
た
か
。 

A 

一
回
：
四
　
　
　
二
回
：
一
五
　
三
回
：
二
二
　
四
回
：
一
七
　

 

五
回
：
二
五
　
　
六
回
：
二
九
　
七
回
：
二
二
　
八
回
：
一
四
　

 

九
回
：
四
　
　
一
四
回
：
一

Q
7 

今
後
移
転
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
か
。

A 

あ
る
：
四
六
　
な
い
：
九
三
　
そ
の
他
：
一
四

﹇
表
二
﹈
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

場
所 

目
撃 

流
さ
れ
た

請
戸
橋 

六 

一

役
場
四
階 

　
二 

－

請
戸
角
畑 

　
一 

－

太
平
山 

一
一 

二

会
社 

　
三 

－

南
久
保 

　
一 

－

天
神
ぶ
ち 

　
一 

－

東
電
第
二
原
発
内 

　
二 

－

中
浜
地
区 

　
一 

－

高
瀬
街
道 

　
四 

－

広
野
火
力
発
電 

　
一 

－

両
竹 

　
三 

－

浜
街
道
の
車
の
中 

　
一 

－

自
宅 

　
三 

－

旧
請
戸
小
地
区 

　
一 

－

浜
街
道
請
戸
小
学
校 

　
一 

－

家
の
裏
山
の
上 

　
一 

－

請
戸
港 

　
二 

－

車
の
中 

　
三 

－

家
の
前
の
堤
防 

　
一 

－

海
岸 

　
一 

－

幾
世
橋 

　
二 

－

請
戸
川
堤
防 

　
一 

－

細
谷
海
岸 

　
一 

－

富
岡 

　
一 

－

郡
山
海
岸
高
台 

　
一 

－

双
葉
町 

　
二 

－

無
記
名 

　
三 

－

合
計 

六
一 

三

町
内
避
難
所 

　
六
八

町
内
親
戚
宅 

　
四
一

南
相
馬
市 

　
　
一

双
葉
町 

　
　
二

川
俣
道
の
駅 

　
　
一

東
京 

　
　
一

町
外
身
内
の
家 

　
　
三

友
人
宅 

　
　
四

会
社 

　
　
六

双
葉
厚
生
病
院 

　
　
一

川
添
上
原 

　
　
一

い
こ
い
の
村 

　
　
一

い
こ
い
の
村
バ
ス
の
中 

　
　
一

町
内
駐
車
場 

　
　
二

浪
江
警
察
署 

　
　
一

双
葉
北
小 

　
　
一

神
社 

　
　
二

大
平
山 

　
　
一

両
竹
の
山 

　
　
一

町
外 

　
　
一

合
計 

一
四
〇

津
島 

　
八
一

南
相
馬 

　
二
一

福
島
市 

　
　
六

郡
山
市 

　
　
二

二
本
松 

　
　
三

川
俣 

　
　
五

船
引 

　
　
二

川
俣
高 

　
　
一

苅
小 

　
　
二

オ
ン
フ
ー
ル
双
葉 

　
　
一

川
添 

　
　
一

町
内
親
戚 

　
　
二

知
人
宅 

　
　
一

会
社 

　
　
一

東
京
都 

　
　
一

埼
玉
県 

　
　
一

飯
館 

　
　
三

川
内
村 

　
　
一

町
内 

　
　
一

末
森 

　
　
一

合
計 

一
三
七

﹇
表
一
﹈
請
戸
地
区
の
死
者
・
行
方
不
明
者
（
人
）

﹇
表
三
﹈
津
波
目
撃
場
所

﹇
表
四
﹈
三
月
十
一
日
の
晩
に
過
ご
し
た
場
所

﹇
表
五
﹈
三
月
十
二
日
避
難
先
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二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
大
地
震
と
津
波
は
、
東
北
地
方
太

平
洋
沿
岸
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
請
戸
に
も

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
現
在
も
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
被
害
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、

請
戸
地
区
の
人
び
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
影
響
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
月
十
一
日
十
四
時
四
十
六
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
九
・
〇
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
浪
江
町
で
は
震
度
六
強
を
計
測
し
、

さ
ら
に
そ
の
直
後
に
発
生
し
た
津
波
は
、
浪
江
街
に
一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
で
、
請
戸
地
区
で
は
二
〇
一

五
年
現
在
で
合
計
一
二
七
名
の
方
が
亡
く
な
り
、
二
七
名
が
行
方
不
明
と
な

り
ま
し
た
（
表
一
）。

地
震
・
津
波
の
発
生
後
、
浪
江
町
で
は
本
庁
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
浪
江
町
に
は
三
月
十
五
日
に
二
〇
〜
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圏
内
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
災
害
対
策
本
部
お
よ
び
避
難
所
は
二
本
松

市
内
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
発
生
直
後
、
浪
江
町
内
に
は
多
く
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

翌
三
月
十
二
日
に
は
、
津
島
地
区
避
難
所
へ
の
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
、
国
道

一
一
四
号
は
大
混
乱
を
起
こ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
二
本
松
市
へ
の

避
難
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
●○
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
請
戸
地
区
の
状
況

本
書
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
請
戸
地
区
で
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
に

震
災
時
の
行
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
は
大
字
請
戸
区
長
に
よ
っ
て
四
八
七
名
に
配
布
さ
れ
、
請
戸
区
一
三
六

名
、
中
浜
・
両
竹
区
一
七
名
、
合
計
一
五
三
名
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
に
沿
っ
て
震
災
当
時
の
状
況
を
確
認
し
た
い
と
思

い
ま
す
（
表
二
）。

地
震
発
生
当
時
、
半
数
以
上
の
方
々
は
請
戸
地
区
の
外
に
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
地
震
の
直
後
に
発
生
し
た
津
波
を
目
撃
し
な
か
っ
た

方
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
半
数
近
く
の
人
た
ち
が
押
し
寄
せ
る
津
波
を
目
撃
し
て
い
ま
し

た
。
表
三
は
、
津
波
を
目
撃
さ
れ
た
方
の
目
撃
場
所
で
す
。
請
戸
地
区
内
外

各
地
で
津
波
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
4
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方

は
浪
江
町
内
に
設
置
さ
れ
た
避
難
所
や
親
戚
宅
で
一
夜
を
明
か
し
て
い
ま
す

が
、
南
相
馬
市
や
双
葉
町
、
東
京
な
ど
に
避
難
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
で
は
な
く
駐
車
場
や
神
社
な
ど
で
三
月
十
一
日
の
夜
を
過
ご

し
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
三
月
十
二
日
に
な
る
と
請
戸
地
区
住
民
は
、
表
五
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
方
た
ち
が
津
島
へ
移
動
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
南

相
馬
市
や
福
島
市
、
郡
山
市
な
ど
に
移
ら
れ
た
方
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て

い
ま
し
た
。
十
二
日
以
降
、
町
外
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま

で
多
く
の
方
々
が
複
数
回
の
転
居
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
活
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
表
二
の
七
で
は
、
今
後
の
移
転
予
定
と
し
て
、
九
三
名
の
方
が
移
転
を

予
定
し
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
請
戸
を
離
れ
、
移
り

住
ん
だ
各
地
域
で
新
た
な
生
活
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

震
災
・
原
発
被
災
の
記
録

東
日
本
大
震
災
の
被
害

天
野
真
志



1 8 3

ふ
る
さ
と
請
戸

資
料
編

●1 
請
戸
小
学
校

●2 
浪
江
町
児
童
館

●3 
浪
江
町
公
民
館
請
戸
分
館

●4 
請
戸
駐
在
所

●5 
請
戸
郵
便
局

●6 
請
戸
集
会
所

●7 
消
防
屯
所

●8 
両
竹
集
会
所
・
消
防
屯
所

●9 
中
浜
集
会
所
・
消
防
屯
所

●10 
請
戸
漁
業
協
同
組
合

●11 
請
戸
漁
協
新
市
場

●12 
召
野
神
社

●13 
南
岳
院

●14 
薬
師
堂

●15 
熊
野
神
社

●16 
お
壇（
権
現
様
）

●17 
白
簱
熊
野
権
現

●18 
諏
訪
神
社

●19 
請
戸
港

●20 
請
戸
海
水
浴
場

●21 
請
戸
共
同
墓
地

●22 
大
平
山
横
穴
墓
群

震
災
前
の
請
戸
の
諸
機
関
・
寺
社
・
遺
跡
等

●22 

●21 

●20 

●14 

●13 

●12 

●11 

●10 
●19 

●18 

●17 

●16 

●15 

●4 ●3 
●2 

●1 

●9 

●8 

●7 

●6 

●5 

太
平
洋

大
平
山

N

1 8 2

就
任
年 
期
間 

区
長 

村 

長
・
町
長

明
治
　
十
二
年
七
月
二
十
八
日﹇
請
戸
村
に
舛
倉
村
が
合
併
﹈

明
治
二
十
二
年
四
月
　
　
一
日﹇
請
戸
村
に
中
野
、
両
竹
、
中
浜
が
合
併
﹈

明
治
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日﹇
町
村
制
実
施
に
よ
り
村
役
場
を
大
字
両
竹
字
的
場
二
一
五
に
設
置
﹈

明
治
二
十
二
年
七
月 

 
 

　
　
　
　
佐
藤
綱
弘（
明
治
二
十
二
年
〜
二
十
六
年
）

明
治
二
十
六
年 

　
六 

荒
木
平
五
郎 
　
村
長
　
佐
藤
　
　（
明
治
二
十
六
年
七
月
迄
）

 
 

 
　
村
長
　
立
野
　

禰（
明
治
二
十
七
年
七
月
迄
）

 
 

 

　
村
長
　
黒
木
　
　（
明
治
三
十
一
年
七
月
迄
）

明
治
三
十
二
年 

　
四 

中
谷
清
五
郎 

　
村
長
　
佐
藤
綱
弘（
明
治
三
十
五
年
七
月
迄
）

明
治
三
十
六
年 

　
二 

鈴
木
万
之
助 

　
村
長
　
高
野
重
宣（
明
治
三
十
八
年
六
月
迄
）

明
治
三
十
八
年 

　
二 

鈴
木
己
之
助 

　
村
長
　
酒
井
宗
助（
明
治
三
十
八
年
十
月
〜
四
十
一
年
十
一
月
）

明
治
　
四
十
年 

　
二 

鈴
木
卯
之
吉 

　
〃

明
治
四
十
二
年 

　
二 

五
十
嵐
松
太
郎 

　
村
長
　
岡
田
助
重（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
〜
　
）

明
治
四
十
四
年 

　
二 

冨
永
善
蔵 

　
〃

明
治
四
十
四
年
一
月
　
十
四
日﹇
村
役
場
を
大
字
請
戸
字
谷
地
畑
一
七
に
移
転
﹈ 

大
正
　
　
二
年 

　
二 

島
　

清
三
郎 

　
〃

大
正
　
　
四
年 

　
二 

五
十
嵐
万
之
助 

　
村
長
　
深
野
隆
重（
大
正
四
年
〜
五
年
）

大
正
　
　
六
年 

　
二 

酒
井
猪
太
郎 

○1
村
長
　
佐
藤
源
七（
大
正
五
年
八
月
十
日
〜
九
年
八
月
九
日
）

大
正
　
　
十
年 

　
二 

鈴
木
周
蔵 

○2
村
長
　
佐
藤
源
七（
大
正
九
年
八
月
十
日
〜
十
三
年
八
月
九
日
）

大
正
　
十
二
年 

　
四 

宮
川
常
助 

○3
村
長
　
佐
藤
源
七（
大
正
十
三
年
八
月
十
日
〜
昭
和
二
年
八
月
九
日
）

昭
和
　
　
二
年 

　
二 

熊
川
平
助 

○4
村
長
　
佐
藤
源
七（
昭
和
二
年
八
月
十
日
〜
三
年
十
二
月
二
十
九
日
辞
任
）

昭
和
　
　
四
年 

　
二 

島
　

馨 

○1
村
長
　
泉
田
　

順（
昭
和
四
年
一
月
十
五
日
〜
八
年
一
月
十
三
日
）

昭
和
　
　
六
年 

　
一 

菅
原
七
之
助 

　
〃

昭
和
　
　
七
年 

　
一 

吉
崎
鉄
治 

　
〃

昭
和
　
　
八
年 

　
二 

佐
山
直
身 

○2
村
長
　
泉
田
　

順（
昭
和
八
年
一
月
十
四
日
〜
十
二
年
二
月
五
日
）

昭
和
　
　
十
年 

　
六 

鈴
木
栄
治
郎 

○3
村
長
　
泉
田
　

順（
昭
和
十
二
年
二
月
六
日
〜
十
六
年
二
月
九
日
）

昭
和
　
十
六
年 

　
一 

富
谷
三
郎 

○4
村
長
　
泉
田
　

順（
昭
和
十
六
年
二
月
十
日
〜
二
十
年
二
月
十
九
日
）

昭
和
　
十
七
年 

　
四 

鈴
木
栄
治
郎 

　
〃

昭
和
二
十
一
年 

　
一 

熊
川
　

稔 

　
〃
　

 
 

 

　
村
長
　
鈴
木
市
三
郎（
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
八
日
〜
二
十
二
年
四
月
四
日
）

昭
和
二
十
二
年 

　
二 

鈴
木
千
治
郎 

　
〃

昭
和
二
十
二
年 

 
 

○1
村
長
　
熊
川
　

稔（
昭
和
二
十
二
年
四
月
五
日
〜
二
十
六
年
四
月
五
日
）

昭
和
二
十
四
年 

　
二 

富
谷
三
郎 

　
〃

昭
和
二
十
六
年 

一
二 

渡
部
庚
子
郎 

○2
村
長
　
熊
川
　

稔（
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日
〜
二
十
八
年
）

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
日﹇
請
戸
村
、
幾
世
橋
村
、
浪
江
町
合
併
﹈

 
 

 

　
〃
　

 
 

 

　
町
長
　
門
馬
経
義

昭
和
三
十
一
年
五
月
一
日﹇
浪
江
町
、
大
堀
村
、
苅
野
村
、
津
島
村
合
併
﹈

 
 

 

　
〃

 
 

 

　
町
長
　
石
井
　

登（
昭
和
三
十
一
年
六
月
十
七
日
〜
三
十
五
年
六
月
十
六
日
）　

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日﹇
双
葉
町
へ
一
部
編
入
﹈

 
 

 

　
〃
　

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日﹇
双
葉
町
へ
一
部
編
入
﹈

 
 

 

○1
町
長
　
石
川
正
義（
昭
和
三
十
五
年
六
月
十
七
日
〜
三
十
九
年
六
月
十
六
日
）

昭
和
三
十
八
年 

　
三 

鈴
木
今
朝
蔵 

○2
町
長
　
石
川
正
義（
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
七
日
〜
四
十
三
年
六
月
十
六
日
）

昭
和
四
十
一
年 

　
三 

柴
野
昌
治
郎 

　
〃
　

 
 

 

○1
町
長
　
上
田
鉄
三
郎（
昭
和
四
十
三
年
六
月
十
七
日
〜
四
十
七
年
六
月
十
七
日
）

昭
和
四
十
四
年 

一
〇 

吉
田
房
寿 

○2
町
長
　
上
田
鉄
三
郎（
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
七
日
〜
五
十
年
十
一
月
五
日
死
亡
）

 
 

 

○1
町
長
　
石
井
　

潔（
昭
和
五
十
年
十
二
月
十
六
日
〜
五
十
四
年
十
二
月
十
五
日
）

昭
和
五
十
四
年 

　
四 

富
谷
　

正 

○2
町
長
　
石
井
　

潔（
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
六
日
〜
五
十
八
年
十
二
月
十
五
日
）

昭
和
五
十
八
年 

　
四 

坂
本
八
十
松 

　
〃
　

 
 

 

　
　
　
　
紺
野
富
夫（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
十
六
日
〜
六
十
二
年
十
二
月
十
五
日
）

昭
和
六
十
二
年 

一
二 

熊
川
喜
久
雄 

　
〃
　

 
 

 

○1
〜
○4
　
叶
　

幸
一（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
六
日
〜
平
成
十
一
年
十
二
月
十
五
日
）

平
成
　
十
一
年 

　
三 

熊
川
　

潔 

○5
　
　
　
叶
　

幸
一（
平
成
十
一
年
十
二
月
十
六
日
〜
十
五
年
十
二
月
十
五
日
）

平
成
　
十
四
年 

　
一 

官
野
政
雄 

　
〃
　

平
成
　
十
五
年 

　
二 

佐
山
正
義 

　
〃
　

 
 

 

　
　
　
　
横
山
蔵
人（
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日
〜
　
平
十
九
年
十
二
月
十
五
日
）

平
成
　
十
七
年
〜 

 

鈴
木
市
夫 

　
〃
　

 
 

 

　
　
　
　
馬
場
　

有（
平
成
十
九
年
十
二
月
十
六
日
〜
　
　
）

請
戸
歴
代
区
長
一
覧
　（
平
成
三
十
年
一
月
現
在
）

就
任
年 

期
間 

区
長 

村 

長
・
町
長

（
国
土
地
理
院
　
二
万
五
千
分
の
一
　
磐
城
双
葉
よ
り
作
成
）



請
戸
地
区
関
係

請
戸
地
区
関
係

国
内
の
主
な
で
き
ご
と

国
内
の
主
な
で
き
ご
と

時
代

時
代

年
代

年
代

請
戸
地
区
関
係

請
戸
地
区
関
係

国
内
の
主
な
で
き
ご
と

国
内
の
主
な
で
き
ご
と

時
代

時
代

年
代

年
代

　
●
　

高
瀬
川
南
方
丘
陵
地
（
大
平
山
古
墳
群
周
辺
）
に
縄

文
・
弥
生
・
土
師
器
片
出
土
（
浪
江
町
史
）

　
●
　

成
務
天
皇
に
よ
っ
て
染
羽
国
造
に
足
彦
命
が
任
命
さ

れ
る
と
い
う
伝
承
（
国
造
本
記
）

　
●
　「
足
彦
十
代
孫
染
羽
国
造
事
勝
足
雄
白
旗
天
王
社
再

興
」（
苅
宿
家
文
書
）

　
●
　

郡
里
村
の
制
定
に
よ
り
染
羽
郡
と
な
る

　
●
　

熊
野
権
現
（
現
・
両
竹
熊
野
神
社
）
を
勧
請
し
標
葉

一
郡
惣
鎮
守
と
す
る
（
諏
訪
神
社
之
景
）

　
●
　

染
羽
を
標
葉
と
改
め
る
（
白
檀
）

　
●
　

こ
の
頃
、
請
戸
大
明
神
（
現
・
召
野
神
社
）
小
島
に

発
生
す
る
。「
往
昔
新
羅
よ
り
請
戸
小
島
に
流
れ
着

き
給
う
女
神
な
り
」（
東
奥
標
葉
記
）

　
●
　

田
村
将
軍
に
よ
っ
て
諏
訪
大
明
神
（
現
・
両
竹
諏
訪

神
社
）
勧
請
（
双
葉
郡
誌
、
諏
訪
神
社
之
景
）

　
●
　

こ
の
頃
、
標
葉
郷
小
野
田
村
に
仲
禅
寺
を
建
立
す
る
。

後
に
寺
沢
に
移
す
（
奥
相
志
）

　
●
　

標
葉
四
郎
隆
義
、
標
葉
一
郡
を
領
し
、
請
戸
御
館
に

移
る
と
伝
わ
る
（
東
奥
標
葉
記
）

　
●
　

こ
の
頃
、
徳
尼
、
白
水
阿
弥
陀
堂
を
建
立
す
る
（
浪

江
町
史
）

　
●
　

徳
尼
御
前
、
丈
六
に
阿
弥
陀
堂
を
建
立
す
る
（
仲
禅

寺
資
料
）

　
●
　

標
葉
四
郎
、
京
都
六
条
八
幡
宮
造
営
費
と
し
て
四
貫

文
の
負
担
を
鎌
倉
幕
府
に
命
じ
ら
れ
る

　
●
　

標
葉
隆
俊
死
後
、
兄
・
標
葉
隆
氏
と
弟
・
室
原
孫
四

郎
隆
実
が
室
原
村
・
下
浦
村
等
の
所
領
を
巡
っ
て
争

う
（
海
東
家
文
書
、
衆
臣
家
譜
）

　
●
　

召
野
神
社
境
内
に
恵
比
寿
座
像
が
建
立
さ
れ
る
（
請

戸
小
史
）

　
●
　

標
葉
清
直
、
北
条
高
時
に
標
葉
郡
中
田
村
を
安
堵
さ

れ
る
（
相
馬
岡
田
家
文
書
）

　
●
　

標
葉
持
隆
、
元
弘
の
乱
に
て
北
条
高
時
に
属
す
る

（
東
奥
標
葉
記
）

　
●
　

六
月
　
北
畠
顕
家
、
津
軽
の
戦
場
か
ら
逃
亡
し
た
標

葉
孫
九
郎
の
所
領
半
分
を
大
河
戸
隆
行
に
渡
す
よ
う

に
命
じ
る
（
朴
沢
文
書
）

　
●
　

一
〇
月
　
標
葉
持
隆
、
北
畠
顕
家
に
属
し
上
方
へ
参

陣
す
る
（
東
奥
標
葉
記
）

後
漢
光
武
帝
か
ら
漢
倭
奴
国
王
金
印
を

授
け
ら
れ
る

成
務
天
皇
朝

邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
が
魏
に
使
い
を
送

り
、
魏
皇
帝
曹
叡
よ
り
金
印
を
受
け
る

履
中
天
皇
朝

推
古
天
皇
二
年
　
聖
徳
太
子
が
摂
政
に

な
る

大
化
元
年
　
中
大
兄
皇
子
ら
が
蘇
我
蝦

夷
・
入
鹿
を
滅
ぼ
す

改
新
の
詔
発
布

大
宝
年
中

和
銅
三
年
　
平
城
京
遷
都

和
銅
六
年

養
老
元
年

神
亀
元
年
　
陸
奥
多
賀
城
設
置

延
暦
十
三
年
　
平
安
遷
都

延
暦
二
十
年

貞
観
地
震
津
波
襲
来

承
平
五
年
　
平
将
門
の
反
乱

保
元
年
中
（
一
一
五
六
〜
五
八
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
暦
元
年

治
承
四
年

文
治
五
年
　
奥
州
合
戦
　
平
泉
藤
原
氏

滅
亡

建
久
三
年
　
源
頼
朝･

鎌
倉
幕
府

健
治
元
年

正
安
二
年
〜
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）

元
亨
元
年

元
亨
四
年

元
弘
三
年
　
鎌
倉
幕
府
滅
亡
。
建
武
政

権
が
樹
立
す
る

建
武
二
年
　
足
利
尊
氏
、
建
武
政
権
に

反
旗
を
翻
す
。
建
武
政
権
分
裂

古
代

中
世

飛
鳥

奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

西
暦
五
七

成
務
天
皇
朝

二
三
八
な
い
し

二
三
九

履
中
天
皇
朝

五
九
三

六
四
五

六
四
六

七
一
〇

七
一
三

七
一
七

七
二
四

七
九
四

八
〇
一

八
六
九

九
三
五

一
一
五
八
頃

一
一
六
〇

一
一
八
〇

一
一
八
九

一
一
九
二

一
二
七
五

一
三
〇
〇

一
三
二
一

一
三
二
四

一
三
三
三

一
三
三
五

　
●
　

三
月
〜
五
月
　
標
葉
庄
に
て
北
朝
方
と
南
朝
方
と
の

合
戦
が
生
じ
る

　
●
　

三
月
下
旬
　
標
葉
孫
三
郎
教
隆
、
北
朝
方
の
相
馬
光

胤
ら
と
と
も
に
小
高
城
に
着
到
し
、
標
葉
庄
に
お
け

る
合
戦
に
参
加
す
る
（
相
馬
家
文
書
）

　
●
　

三
月
二
十
六
日
　
大
泉
平
九
郎
ら
、
南
朝
方
の
標
葉

氏
が
籠
も
る
請
戸
御
館
を
攻
め
る
（
東
奥
標
葉
記
）。

標
葉
庄
合
戦
に
て
、
標
葉
孫
四
郎
ほ
か
南
朝
方
の
標

葉
一
族
が
討
た
れ
る
（
相
馬
家
文
書
、
東
奥
標
葉
記
ほ

か
）

　
●
　

十
一
月
　
標
葉
隆
光
、
北
朝
の
中
賀
野
義
長
に
属
し
、

宇
多
庄
横
川
城
合
戦
に
参
加
す
る
（
海
東
家
文
書
）

　
●
　

標
葉
持
隆
、
再
び
上
洛
し
、
南
朝
方
と
し
て
美
濃
・

伊
勢
・
山
城
・
摂
津
国
で
合
戦
に
参
加
す
る
（
東
奥

標
葉
記
）

　
●
　

正
月
三
日
　
標
葉
隆
光
、
上
総
国
土
気
郡
で
北
条
基

時
の
遺
児
と
合
戦
す
る
（
海
東
家
文
書
）

　
●
　

二
〜
五
月
　
標
葉
清
隆
、
伊
勢
・
摂
津
国
等
で
合
戦

に
参
加
す
る
（
海
東
家
文
書
）

　
●
　

標
葉
持
隆
、
北
畠
顕
家
の
戦
死
に
伴
い
、
標
葉
郡
に

帰
郷
す
る
（
東
奥
標
葉
記
）

　
●
　

標
葉
持
隆
（
法
名
・
尭
円
）、
十
一
面
観
音
坐
像
を
仲

禅
寺
に
安
置
す
る
（
双
葉
町
史
）

　
●
　

七
月
〜
八
月
　
標
葉
隆
光
、
北
朝
方
に
属
し
、
陸
奥

国
宇
津
峰
城
・
霊
山
城
攻
め
に
参
加
す
る
（
海
東
家

文
書
）

　
●
　

十
〜
十
一
月
　
標
葉
清
隆
、
北
朝
方
に
属
し
、
陸
奥

国
名
取
郡
の
合
戦
に
参
加
す
る
（
海
東
家
文
書
）

　
●
　

標
葉
播
磨
入
道
道
杲
ら
海
道
国
人
一
〇
名
に
よ
っ
て
、

海
道
五
郡
一
揆
が
結
ば
れ
る
（
相
馬
家
文
書
）

　
●
　

五
月
四
日
　
標
葉
播
磨
入
道
道
杲
、
大
旦
那
と
し
て

標
葉
庄
長
徳
寺
に
梵
鐘
を
寄
進
す
る
（
奥
相
志
）

　
●
　

八
月
二
十
一
日
　
標
葉
清
隆
、
大
旦
那
と
し
て
安
楽

寺
に
梵
鐘
を
寄
進
す
る
（
東
奥
標
葉
記
）

　
●
　

標
葉
清
隆
、
足
利
義
教
に
従
い
、
結
城
合
戦
に
参
加

す
る
（
東
奧
標
葉
記
）

　
●
　

こ
の
頃
、
標
葉
氏
と
相
馬
氏
と
の
抗
争
が
は
じ
ま
る
。

　
●
　

標
葉
清
隆
、
請
戸
か
ら
本
条
館
に
居
城
を
移
す
（
東

奥
標
葉
記
）

　
●
　

清
隆
、
新
山
城
主
・
標
葉
隆
重
を
討
つ
（
東
奥
標
葉

記
）

　
●
　

こ
の
頃
、
清
隆
、
本
条
館
か
ら
権
現
堂
城
に
居
城
を

移
す
（
東
奥
標
葉
記
）

　
●
　

十
月
二
十
一
日
　
標
葉
伊
予
守
ら
南
奥
領
主
、
足
利

義
政
か
ら
古
河
公
方
足
利
成
氏
の
追
討
を
命
じ
ら
れ

る
（
御
内
書
符
案
）

　
●
　

下
浦
出
羽
守
、
相
馬
氏
の
旗
下
に
属
し
、
相
馬
隆
胤

か
ら
起
請
文
を
得
る
（
海
東
家
文
書
）

　
●
　

標
葉
清
隆
・
隆
成
親
子
、
相
馬
盛
胤
に
攻
め
ら
れ
、

権
現
堂
城
に
て
自
害
す
る
（
東
奥
標
葉
記
）。
こ
れ
に

よ
り
標
葉
氏
が
滅
亡
す
る

　
●
　

標
葉
出
羽
守
胤
平
、
珠
院
無
量
寺
を
請
戸
か
ら
藤
橋

に
移
す
（
東
奥
標
葉
記
）

建
武
三
年

延
元
二
年

建
武
五
年

暦
応
元
年
　
足
利
尊
氏･

室
町
幕
府

興
国
四
年
　

貞
和
三
年

観
応
二
年

応
永
十
七
年

永
享
二
年

永
享
七
年

永
享
十
二
年
　
結
城
合
戦
。
篠
川
公
方

足
利
満
直
討
た
れ
る

嘉
吉
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
吉
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
安
年
中
（
一
四
四
四
〜
一
四
四
八
）

寛
正
元
年

応
仁
元
年
　
応
仁
の
乱

文
明
四
年

明
応
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
町

一
三
三
六

一
三
三
七

一
三
三
八

一
三
三
八

一
三
四
三

一
三
四
七

一
三
五
一

一
四
一
〇

一
四
三
〇

一
四
三
五

一
四
四
〇

一
四
四
一

一
四
四
二

一
四
四
四

一
四
六
〇

一
四
六
七

一
四
七
二

一
四
九
二

1 9 8

年
表
　『
史
料
に
見
る
請
戸
地
区
の
歴
史
』

1 9 9

ふ
る
さ
と
請
戸

資
料
編




